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『会社概要』

創業：明治２０年

本社：長野県南佐久郡佐久穂町

事業所：群馬県上野村、岩手県岩泉町

グループ会社：大岳キャビネット工業(有）

営業品目：木材生産、造林、林業土木、製材、木製品製造(家具など）、
その他（不動産、観光農園）

社員数：現場 39名 、事務 8名

R2年作業実績：素材生産（間伐、皆伐）23,500m3/年
造林 130ha/年、再造林実施率75%
原木取扱量（R2.4.1～R3.3.31) 25,000m3(佐久本社のみ）

取り扱いの内カラマツは約８割
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R2、出荷丸太の品目別内訳(佐久本社のみ）

土木用材 合板用丸太

集成材用丸太 製紙バイオマス用丸太



38%

26%

17%

10%

7%
1%1%

R2、出荷地域別内訳（佐久本社のみ）
＊取引先の会社所在地でカウント

関東 中部 東北 九州 中国 北海道 関西

取扱量
23,500m3
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『国毎の認証森林面積の割合』

欧州 ８０％

カナダ ４６％

米国 １３％

日本 １０％

欧州は戦略的に政府がテコ入
れし、認証材でなければマー
ケットに流通しない状況に
なっているのに対し、米国や
日本は政府が主導していない
ことと、米国は木材自給率が
高く自国完結のため認証がな
くても成り立っている。
日本は木材の輸入はあるが輸
出が少ないなどの事情が足か
せになっている
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〇価格プレミアムへの期待やイメージ戦略で多少の認証取得の動きはあるが成
功例少ない

『国内における森林認証制度の現状』

〇林野庁は森林認証制度から距離を置いている

〇東京オリンピックや大阪万博などのビックイベントは普及の大きなチャンス
である（あった）が、動きが限られている

〇持続可能な森林経営が標準化しており、違法伐採なども少ない

〇輸出が少ないため認証の必要性が薄い



〇木材の輸出や海外の会社と取引をする場合

『森林認証が必要になるタイミングは？』(私見です）

〇持続可能な森林経営を行っている根拠を証明する必要がある場合

〇担い手確保のため教育分野でPRする場合



〇供給サイドの面的なまとまり（サプライチェーンの形成）

『認証材普及の今後の課題』

〇川上～川下までの連携、情報交換

〇我々の意識
・PRの仕方、せっかくお金をかけているのであれば使い倒す工夫
・日本の常識は世界の常識ではない

〇公共事業での使用など政策的なバックアップ（産地指定だけでなく）



（ご説明の流れ）

・会社紹介

・主要国における森林認証の状況

・現状と今後の課題

・取り組みと事例紹介



～オリンピック施設で最大の国産材使用料～
事例１



オリンピックでは体操・新体操・トランポリン競技、パラリン
ピックではボッチャが行われた有明体操競技場は、世界最大
級の木構造の梁を使用しているのが特徴でアーチ状梁の長さ
は88メートルにもなります。
そしてこの梁材には、佐久・上小のSGEC認証森林から生産
されたカラマツ材が大量に使用されています。

カラマツは強度があり、水にも強いことから、かつては電柱
や土木用材を中心に使われてきましたが、乾燥技術や加工
技術が進み材木としても成熟した現在のカラマツは、柱、梁な
どの構造材や集成材、内装材、家具、合板等多くの用途に使
われるようになりました。
この施設では、約2,000m3のカラマツ原木が使われていま
すが、佐久穂町に本社がありCoC認証 を取得している(株)
吉本が集荷を請け負いました。

佐久・上小地域のSGEC認証森林のカラマツ材が、オ
リンピック関連施設で世界最大規模となる木構造の梁
材に使われました。

≪納材実績と市町村別内訳≫

市町村 材積ｍ３（小数第2位）

佐久穂町 649.75

川上村 386.33

北相木村 105.44

南相木村 100.37

小海町 26.00

東御市 420.19

上田市 160.51

長和町 108.32

合計 1956.91                            



・９階建て

・R5年１０月完成

・SGEC認証丸太275m3出荷 ⇒ ハイブリッド集成材80m3(歩留29%)

事例２



～個人別荘でのSGEC認証材活用例～
事例３



～個人別荘でのSGEC認証材活用例～



～個人別荘でのSGEC認証材活用例～



～個人別荘でのSGEC認証材活用例～

佐久穂町産丸太
115m3

製品33m3           
（歩留29%、

内48%の16m3が
SGEC材)



事例４



出典：
林野庁
ウェブサ
イト



認証広葉樹を用いた木琴製作
樹種：アカマツ、カラマツ、ナラ、クリ、カバ、オニグルミなど２３種



グループの総合力を活かす

素材生産

３拠点（長野、群馬、

岩手）

製材

２拠点（長野、岩手）

加工（木製品製造）

１拠点（長野）

キーワード：環境問題、教育、SDGｓ



～８０年を超える大径材は存在感が違う～





～地元のカラマツを使用した家具が普及しつつある～

北相木考古学博物館 様

八十二銀行佐久穂支店 様

佐久穂町役場 様



ご清聴ありがとうございました。


	既定のセクション
	スライド 1: ～森林認証の取り組みと課題ついて～
	スライド 2: （ご説明の流れ）  ・会社紹介   ・主要国における森林認証の状況   ・現状と今後の課題   ・取り組みと事例紹介      
	スライド 3: 『会社概要』  創業：明治２０年  本社：長野県南佐久郡佐久穂町  事業所：群馬県上野村、岩手県岩泉町  グループ会社：大岳キャビネット工業(有）  営業品目：木材生産、造林、林業土木、製材、木製品製造(家具など）、 　　　　　その他（不動産、観光農園）  社員数：現場　39名　、事務　8名  R2年作業実績：素材生産（間伐、皆伐）23,500m3/年 　　　　　　　造林 130ha/年、再造林実施率75% 　　　　　　　原木取扱量（R2.4.1～R3.3.31) 25,000m3(佐久本
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 取扱量23,500m3
	スライド 8
	スライド 9: （ご説明の流れ）  ・会社紹介   ・主要国における森林認証の状況   ・現状と今後の課題   ・取り組みと事例紹介      
	スライド 10: 『国毎の認証森林面積の割合』    欧州　　８０％  カナダ　４６％  米国　　１３％  日本　　１０％
	スライド 11: （ご説明の流れ）  ・会社紹介   ・主要国における森林認証の状況   ・現状と今後の課題   ・取り組みと事例紹介      
	スライド 12: 〇価格プレミアムへの期待やイメージ戦略で多少の認証取得の動きはあるが成功例少ない  
	スライド 13: 〇木材の輸出や海外の会社と取引をする場合  
	スライド 14: 〇供給サイドの面的なまとまり（サプライチェーンの形成）  
	スライド 15: （ご説明の流れ）  ・会社紹介   ・主要国における森林認証の状況   ・現状と今後の課題   ・取り組みと事例紹介      
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18: ・９階建て   ・R5年１０月完成   ・SGEC認証丸太275m3出荷　⇒　ハイブリッド集成材80m3(歩留29%)  
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22: 佐久穂町産丸太115m3
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26:  
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30: ご清聴ありがとうございました。


